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韓国語話者による日本語破擦音の音響的特性に関する考察

AcousticanalysisofJapaneseAffricatesbyKoreanSpeaker

司空 爆

SAGONG Hwan

キーワー ド:偏りの傾向､閉鎖区間､破擦区間､緊張の度合い､気息の度合い

【要旨】

韓国語の破擦音は､調音時における気音の度合いと調音器官の緊張の度合いにより､無

気軟音 (平音)･無気硬音 (濃音)｡有気硬音 (激音)という三つの音韻対立がある｡日本

語の破擦音は､声帯振動の有無により有声音と無声音の対立がある｡このため､韓国語話

者が日本語の発音を習得する際に､困難な点が少なくない｡

そこで､本稿では両言語の破擦音の生成における相違点を明らかにすることと､知覚の

際に有効に働く手がかりを探ることを目的とした｡そのため､生成実験を行ない､音響的

特性を調べた結果､以下のような新たな知見を得た｡

韓国語話者による日本語破擦音の生成について､語頭の無声破擦音では韓国語破擦音の

軟音である濃音と激音に相当する破擦区間を表す｡有声破擦音においては軟音である平音

に近い破擦区間を表す｡語中における有声 ｡無声の区別は閉鎖区間の長さによって行なっ

ていることが分かった｡即ち､気息の度合いより調音時における緊張の度合いを調節する

ことにより日本語破擦音の有声 ･無声の区別を行なっていることが分かった｡

1.はじめに

日本語では､破擦音において声帯振動の有無により有声音と無声音の対立があり､音韻

環境により歯茎あるいは歯茎硬口蓋を調音位置として､[ts､tG､dz､d茅]という音として

現れる｡なお､有声音は母音間で摩擦化して[Z､茅]として現れる0

しかし､韓国語では調音時に気音を伴うか否かと､閉鎖時に調音器官の緊張の度合いに

より､歯茎硬口蓋を調音位置として､平音 (無気秋着)｢ス｣(/C/)･濃音 (無気硬音)

｢7;̂｣(/C'/)･激音 (有気硬音)｢又｣(/ch/) という三つの対立がある｡三つの対立した

音韻は､実際に[tG]､[tG']､[tGh]という音として実現される｡平音は母音間で有声音化する

ことにより[毎]が異音として現れる｡このように日本語のそれとは異なる音韻的対立を
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持つ母語の音韻体系が背景となり､韓国語母語話者 (以下韓国語話者)が日本語の破擦音

を発音したり聴取したりする際､日本語の有 ･無声性を弁別できず､偏りが起こりやすい0

本稿では､韓国語話者により頻繁に起きる偏りの傾向とその原因を詳細に検討すること

を目的にする｡そのために､時間的特性を考察対象にして､日本語母語話者 (以下日本語

話者)による日本語の破擦音1)､韓国語話者による韓国語の破擦音に関して､それぞれの

言語における破擦音の音響的特性を明らかにし､この結果に基づいて､韓国語話者が生成

する日本語破擦音の特徴を分析する｡韓国語話者が日本語破擦音のどの素性で区分し､実

現するかを明らかにする｡

これにより､韓国語話者にとってその習得が非常に難しいといわれる日本語破擦音の発

請 .聴取における偏りの傾向やその原因を明らかにすることにより､韓国語話者を対象と

した日本語音声の発音 用変取教育において有効な手がかりを提供したい｡

2.先行研究の検討及び本研究の方向

これまでの研究について､日本語教育の観点からは､韓国語話者による日本語の発音に

おける偏りの傾向について指摘したのはいくつかあるが (梅田1985､大西1994､大江1998､

中東1998､松崎1999)､データの聴覚判断に頼った聞き取り調査による誤用分析がほとん

どである｡即ち､調音的にどの点に注意を払えばいいかについて音響的な側面からはアプ

ローチされていない｡

また､ここ10数年来､実験音声学的なアプローチについては､日本語の場合､ピッチ

(高さ成分の音響的特徴)を観察の中心対象として知覚及び生成における分析が主になさ

れており､韓国語においては､語音の時間長を観察の中心として､音響的特性に関する考

察が主になされてきた｡その結果､韓国語破裂音や摩擦音の音響的特性に関してはある程

度究明されている｡しかし､摩擦音や破裂音に比べて破擦音に関する研究はあまりなされ

ておらず､ましてや韓国語話者の日本語の生成において単音レベルの実験音声学的な分析

を行った研究は皆無に近い｡

そして､Ol･瑠 (2000)で指摘しているように､語頭または語中という一方の音韻環境

に限る研究が見られるのみであり､語頭と語中という両方の音韻環境を考慮に入れ､双方

の実験結果を比較した研究も少ない｡

召 (1997)によると､破裂音において緊張性の度合いが音響的特性として現れるのが子

音の閉鎖持続時間であると述べているので､破擦音の生成においても､平音 ･濃音 ･激音

の弁別において､破裂直後の摩擦区間とともに破裂直前の閉鎖区間が機能することが予測
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される｡

また､発話と聴取との関わりを体系的に考える必要がある｡種々の音響的特性の中から､

知覚に際してもっとも有効に働く素性を探ることにより､究極的には韓国語話者の日本語

子音における生成と知覚の関連性を追及し､そのメカニズムを究明することも重要である｡

しかし､本稿においては､その前段階として､語頭と語中という両方の音韻環境を考慮に

入れ､学習者の母語である韓国語の破擦音の音響的特徴を調べ､その結果を日本語破擦音

の音響的特徴と比較する｡それで､それぞれの言語における語頭または母音間に現れる破

擦音の音韻対立に寄与している音響的素性を時間的側面 (破擦区間及び閉鎖区間)から調

べる｡なお両言語の破擦音の生成における類似点や相違点を分析し､韓国語話者が日本語

を発音する際起こりうる偏りの傾向を予測する｡そして､実際に韓匡卜語話者を対象に日本

語破擦音を生成する実験を行ない､偏りを含む全般的な発音の傾向を調べ､その原因につ

いて検討する｡

3.生成実験の概要

3. 1.被験者

被験者は､日本語学習歴が 1年以下と比較的短く､大阪での滞在歴も1年以下と1年

6ケ月のソウル方言話者2人 (男 :Km2女 :Kf3)と､日本語学習歴もかなり長い､大阪で

の滞在歴が5年のソウル方言話者 (男 :Kml) 1人である｡なお東京方言と比較するため､

東京方言話者の女性3人から録音資料を収集した｡今回は､被験者一人当りの発話サンプ

ル数を多くすることによって､音素ごとの特徴を分析する｡

3.2.語音資料

発話調査に使われる刺激語は､破擦音が語内に現れる位置と､後続する母音を異にして

選定した｡

○韓国語-分析対象になる3系列の破擦音 ｢ス､耕､ス｣([tG､tG'､tGl-])に､ ｢仁 l,

T,il,⊥｣([a,i, u,e,o])という五つの母音が後続して作られた語が語頭､あるいは

語中の母音間に含まれている有意味語を30語 (=3×5×2)選んだ｡これを ｢C,lzj

串 ヱ 朝且｣ ([ig〇n- rcLgOhEjo:]､ ｢これ､ といいます｣に対応)という

carrier文に入れて発話してもらった｡

○日本語- ｢チ､ツ､ザ､ジ､ズ､ゼ､ゾ､チャ､チュ､チョ､ジャ､ジュ､ジョ｣がそ

れぞれ語頭 ｡語中の母音間に現れる有意味語を26語 (=13×2)選び､ ｢これ､
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といいます｣というcarrier文に入れて発話してもらった｡

<図1-1>【語頭の場合】(｢チョウシ｣[tGO:Gi]､横の点線はスペクトルの時間的推移のパターン)
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<図1-2>【語中の場合】(｢カチク｣[katGikLu]､横の点線はスペクトルの時間的推移のパターン)
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3.3.調査の手順

調査の観点として､破擦音が語頭にくる場合は破裂開放からの摩擦区間長を､語中にお

いては､①閉鎖持続時間､②摩擦区間長を測った｡このような時間長の測定は､音響資料

の広域スペクトログラム分析を通じて行われた｡スペクトログラムだけで測定が困難な場

合､特に語中の破擦音においては､スペクトログラムの上にフォルマント軌跡をオーバー

ラップし､測定の参考としたo(く図1-1〉､く図1-2〉参照)

【語頭の場合】

① 破擦区間-破裂開始から摩擦区間を経て､後続母音の第一フォルマントが現れるまで

の時間2)

【語中の場合】

(∋ 閉鎖区間-子音部の閉鎖持続時間

② 破裂開始から雑音成分が現れる破擦区間

③ 閉鎖時間と摩擦時間を合わせた子音の全音長

各インフォーマントに対して､それぞれ2度にわたって､計7回発話してもらった｡で

きるだけ自然に発話してもらうため､実験者が ｢これは何といいますか｣と質問し､被験

者がそれに答えるような対話形をとったO 録音はSONY社のDATModelTCD-D8を使い

(samplingRate44.1kHrz,量子化16bitに設定)､KAY社のCSLMode14300Bを用いて録音デー

タの音響分析を行った｡

4.結果と考察

4. 1▲ソウル方言話者による韓国語破擦音

4. 1. 1.語頭の場合における破擦区間

語頭の破擦音に対しては､破裂開始時点からそれに続く摩擦区間が終わる時点までの時

間長 (以下､破擦区間長)を測って､その破擦音の平均値を<表1>とく図2>に示して

いる｡<表1><図2>からわかるように､各系列の破擦音はそれぞれ異なる範囲の破擦

区間長を持つo破擦区間長を調音器官の緊張の度合いによる分類から比べると､濃音が山

番短く､激音がもっとも良い｡二元配置分散分析を三系列の首と被験者別に行った結果､

有意差がある (pく0.01水準)ことが認められた｡即ち､語頭の韓国語破擦音における三系

列の音韻は､破擦区間長によって区分することができる｡
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<表1>韓国語破擦音における語頭の破擦区間長(単位 :ms)

平音 Krrll Km2 Kf3 nlCan
Ca 】 66_0 63,6 64.2 64.6
ci 64_ー 106,0 88.5 86.2
CU 65.8 85_5 70.9 74.1
Ce 91.2 79_0 67.0 79.1

CO 】 58.1 56_4 69.3 61.3

平均値 69.0 78.1 72.0 73_0

濃 音 37.0 23.3 27.3 29.2

Cac iCuCeCO

48.4 54.8 50.6 51.3
74.3 33.2 67.8 58.4
47.2 33_0 24.6 34.9
47,9 27.2 37.3 37.5

平均値 51.0 34.3 41_5 42.3

激音 ー16.8 116_2 88.8 107.3Ca

c iCLlCeCO 96▲9 日2.7 98.6 ー02.7

121_8 日0.5 99.8 110_7
101,3 104.9 79.8 95.3
71.2 70.0 69,1 70.1

<図2>韓国語破擦音の語頭における破擦区間長
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後続母音別に比較してみると､平音の中では[tGi]がもっとも長く､その次は[tse]であ

り､[tso]がもっとも短く､その次は[tsa]であったO濃音においては､[ts'u]がもっとも

長く､その次がltG'i]､[ts'e工 [ts'a]､[ts'o]の順に短くなっている｡激音においては､

[tshu]がもっとも長く､[tsho]がもっとも短かった｡各話者別平均破擦区間長の中では全

体的な傾向と異なるケースも見られるため､断定するのは難しいが､狭母音に後続する破

擦音のほうが広母音に後続する場合よりその破擦区間が長い傾向を見せる｡

4. 1.2.語中の場合

<表2>は韓国語破擦音における語中の閉鎖区間及び破擦区間の平均値を示したもので
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あるOなお<図3-1>､<図3-2>､<図3-3>は､閉鎖区間及び破擦区間の平均

値と標準偏差を各話者ごとに示したものである｡

<表2>韓国語破擦音における話中の閉鎖区間(CD)及び破擦区間(単位 :ms)
KW1 KM2 KF3 mean

平喜CaciCuCeE≡CO CD 破擦区間 CD 破擦区間 CD 破擦区間 CD 破擦区間

有声摩擦化 30.4 38.4 34.4
46.6 22.2 36.7 35.2

有声摩擦化 35.9 69.4 52.7

57.4 22.3 61.0 46.9

有声摩擦化 48.1 47.0 47.6

50_2 21.9 59.9 44_0

有声摩擦化 35.8 50,1 43.0
46.9 30.5 47.0 41_5

有声摩擦化 28.6 36.3 32.5
46.5 21.9 42.2 36,9

平均値 49.5 35.8 23.8 48.2 49.4 42.0 40.9

濃書 ⊆ CD 破擦区間 CD 破擦区間 CD 破擦区日 CD 破擦区間

Cac iCUCeCO 59.9 53.3 124.6 79.3

48.0 28.8 36.7 37.8

41.6 90.2 123,8 85,2

91.8 38.2 58,5 62.8

57.4 98.2 124､5 93_4

53.6 33.4 56.7 47,9

75_8 91.6 104.7 90_7

43.2 37.7 36.9 39.3

66+3 66.4 129,4 87.4

56.2 21,9 34.2 37.4

平均値 60.2 58.6 79.9 32.0 ー21.4 44.6 87.2 4TO

⊆激土 CD 破擦区間 CD 破 ′､区間62.5 CD 破擦区間 CD 破擦区間

ト｣基を月喜;?CuCeC O 51,8 10l.0 71.8

71.1 61.2 61.7 64_7

54.2 52,2 105,8 70.7

103.i 86▲5 91.3 93.6

52.3 79,7 109.4 80.5

85.1 75.6 10一.2 8T3

≧ 51.7 62.3 95.0 69.7

54.1 48.6 56.4 53.0

46.4 60.5 91.6 66.2

73.4 65.5 68_1 69.0

(1)閉鎖区間

閉鎖区間においては濃音がもっとも長く､平音がもっとも短い｡統計的に､平音と濃音､

激音を区別するには確かに閉鎖区間長が働いていると思われる｡平均値からみると､閉鎖

区間において硬音同士である濃音と激音との間における平均値の差に比べ､濃音あるいは

激音と､軟音である平音との間における平均値の差の方がより大きい0

(2)破擦区間

有気音である激音がもっとも長い｡平音と濃音の破擦区間長の平均値はともに40ms台と
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有意差は認められないC語頭では平音の破擦区間長より30.7msも短かった濃音が語中にく

るとむしろ平音より若干長くなった｡即ち､語中の濃昔と平音を区分する弁別素性として

破擦区間長は有力ではない｡語頭に比べ語中の濃音において調昔時の緊張度が低くなった

のがその原因であろう｡

<図3>韓国語破擦音における話中の閉鎖時間及び破擦区間
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く図3-3〉平均値と標準偏差(Kf3)

間区級閉 間区擦破
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後続母音別に比較してみると､狭母音/i/､/u/に先行する破擦音の破擦区間が他の場

合と比べ顕著に長く､次いで/e/､/o/､/a/の順に短くなる｡これは､平音 ｡濃音 ･激音

に共通する現象である｡

韓国語の破擦音は無声音と分類されるが､平音だけは語中に現れる時に非常に高い比率

で有声化が起きる｡この語中における有 ･無声の対立は平音を濃音､激音と区別するもう

一つの素性であるといえよう｡しかし､常に有声化するわけではないことは､破裂音を分

析した Zhi･Lee･IJee(1990)の報告からも予測できる｡なお､本研究のスペクトログラム

分析からも確認することができた｡しかし､有声化の有無により語中の子音部の時間長が

違ってくる可能性も考えられる｡本研究の結果からも､有声化する場合のほうが､語中に

おける子音部 (閉鎖区間+摩擦区間)の長さが短くなることが確認できたC

さて､語判 こくる平音の有声化現象は被験者によりその頻度に差が見られるOKmlは語

中の平音は9割以上有声化するのに対し､Km2､KF3は約3割しか有声化しない｡音声の物

理的特性は音韻環境､発話速度､発話のT寧度､個人差などの要因により大幅に変わるが､

このような結果は､意識せずに自然な発話を行ったかどうかにより生じた個人差であると

思われる｡

わかる (1:0.82)｡しかし閉鎖区間の差だけでは濃音と激音を区別する素性になるとは

考えがたい｡破擦区間の長さが両系列の音を区別する最も有効な音響的素性であることが

結果からわかる｡

(3)子音の全長

平音は閉鎖区間が他の系列の音より短い｡また､有声化するかしないかにより閉鎖区間

長が大きく変わるO有声化､もしくは有声 ｡摩擦化が起きると､そうでないときよりもっ

と短くなる｡そのため､もっとも短い子音長を持つのが平音であり､濃音に比べ大きな差

は見られないが､激音の子音長がもっとも長い｡

これについては､調音時の緊張の度合いがもっとも高い濃音が､閉鎖区間において激音

より多少長いが､破擦区間においては有気音である激音のほうが破裂直後の摩擦区間に続

く気音部が長いため､子音部の全長においては激音のほうが濃音より長い結果を示す｡即

ち､濃音と激音を区別する場合､子音の全長は有効ではないといえる0

つまり､韓国語の破擦音における3系列の対立は､語頭においては破擦区間長により行

われ､語中においては､閉鎖区間長により平音と､濃音 ･激音が対立し､破擦区間長によ

り､平音 ｡濃音と激音が対立する｡即ち､閉鎖区間においては濃音がもっとも長く､摩擦

区間は､有気音である激音がもっとも長い｡図示化すると以下のようになる｡
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<語頭>

‡区別素性 l破擦区間良 ‥濃音 (無気軟音)< 平音 (無気硬音)< 激普 (有気硬膏)

<母音間> 閉鎖区間 破擦区間

平音 (無気軟音)

濃音 (無気硬音)

激音 (有気硬音)

◎

○ ◎

(3系列の音に対する時間長の比較である｡◎､〇､-は時間長が長い順｡)

E区別素性 l (◎は､丙系列の音を音別 勺に区分する有力な弁別素性である｡)

平音-濃音
平音一激音
濃音一激音

濃音における閉鎖区間がもっとも長いのは､調音時における調音器官の緊張の度合いが

最も高く､閉鎖時の口腔内圧が最も高いことと関連がある｡破擦区間において激音がもっ

とも長いのは､呼気量が最も多い有気音であるためである｡

破擦区間長においては声帯の振動幅と関係がある｡即ち声帯の振動幅が大きければ大きい

ほど声帯が閉じる時間が遅延されることにより声帯の振動開始も遅延される｡結果的に破

擦区間が長くなる｡すなわち､声帯の振動幅も気息 (aspiration)が大きければ大きくな

るので､気息がもっとも大きい激音が一番長く､気息の短い緊張音 (濃音)において声帯

振動時間が---番短い｡本研究においても上の説明に対し相違ない結果を示している0

4.2.日本語破擦音

4.2.1.語頭にくる日本語破擦音

語頭にくる日本語破擦音の生成時における子音長を測定した結果については､<表3>

及び<図4>に示している｡

4.2.1.1.日本語話者

4.2.i.1.1.無声音

話者全体的に66.8ms～79.3ms(平均73.9ms)の長さである｡後続母音別にみると､
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｢チ｣がもっとも長く母音の無声化も頻繁に起きる3)｡なお､観音の ｢チャ､チュ､チョ｣

に関して､物音に撰音が後続する場合より､長音が後続する場合に破擦区間が長くなる傾

向があり､音節構造との関わりが調音時間に影響する可能性があると考えられる｡

<表3>日本語破擦音の語頭における破擦区間
(J 日本語話者､K 韓国語話者､単位 ms)

無声音 Jf1 Jf2 Jf3 rTlean Km1 Km2 Kf3 rTleJrl

チ 95.4 104.2 98.7 99.4 80.9 123,6 48.5 84.3

ツ 61.4 68.0 66.2 65.2 49.4 129,2 36.0 71.5

チャ 49.0 58.9 63.5 57.1 50,6 33.2 42.0 41.9

喜チユ 67.5 92.1 90.1 83.2 86.1 日3,8 86.6 95.5
｣チヨ 60.8 73.5 59,8】 64_7 56_3 75.2 38.8 56,8
平均値 6m67す【 79.3 7 5.7 7 3 ,9 64.7 95.0 50,4 70.0

L有声音 V.b 破擦区間 V.b 破損区間 V.b 破擦区間 mean V.b 破梓区間 V.b 破擦区間 V.b 破擦区間 mean

ザ -62.9 -70.3 ≡-95.9; -76.4 0.0 0.0 0,0 0.0
34.7 52.7 46.ー 44.5 66,4 55▲4 60,2 60.7

ジ -79.0 -25.4 -54.9 -53.1 0.0 0.0 0.0 0,0

45_3 44,ー 55_4 48.3 62,2 69.8 67.0 663

ズ -88.0 -62_9 -75.5 0.0 0_0 0.0 0.0

+ せ 49.5 37.9 62.6 50.0 69.4 44,0 95.6 69.7-69_4 -83_5 -72_2 -75,0 0,0 0.0 0.0 0.0
38.3 55.3 53,5 49,0 74,2 8一.8 68,6 74.9

E ソ -69.3 -72,5 ≡-75.2 -72.3 0.0 0.0 0.0 0.0
38.0 53_8 49_3 47ー0l 71_9 66.8 55.6 64.8

平均値 -73.7 41.2-62.9 48.8 -74_6 53_4 A 0_068,8 0.063.6 0_069_4 67,3
ジヤ -72.8 44.9 -61_7 -67.3 0_0 0.0 0,0 0.035_3 48.8 43,0 6一,9 61,1 57.6 60.2

ンユ -83.7 -55.2 44.1 -69.5 0.0 0.0 ≡0.0 0.038.6 44.1 42.3 75,8 69.8 80.7 75.4

≡･ジ∃ -68.3 -80.1 -124,3 -90.9EO,0 0.0 0.0 ; 0.0

39.1 49.OE 48.7 45.6 61_6 70.3 59_6E 63.8
平均値 -74,9 37.7 -67.7 46.0 -93.0 47.2 B 0.066,4 0.067.1 0.066.0 66,5
辛Aは､VoLCebar-704､破擦区間478であり､Bは､Voicebar-785.破擦区間43_6である
*一は､音響的な無声化によりVoicebarが見られなかった

<図4>日本語破擦音の語頭における破擦区間
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4.2. 1.1.2.有声音

日本語の有声破擦音は､prevolcingによるvojcebar､開放破裂部 (スパイクフィル)

及び破裂直後の摩擦区間からなされている｡ところが､voicebarがスペクトログラムに

現れない､いわゆる音響的な無声化ともいえるような現象が頻繁に起きる｡そこで､無声

化しない場合のvoicebarと破擦区間長を測ると､voicebarは平均一74.5msであり､破擦

区間長は平均45.7msである｡なお､voicebarが見られないケースにおける､いわゆる音

響的に無声化した時の破擦区間長は､無声化が起きなかった有声音の破擦区間長より長く

なる傾向が見られる｡即ち､語頭の日本語破擦音において､声帯振動の有無による有 ･無

声の対立だけが唯一の弁別素性ではないことが確認できる｡

また､破擦区間において後続母音による差はあまり見られない｡

語頭における破擦区間長を､voicebarを含めて有声音と無声音を比較したが､結果は､

有声音のvoicebarと破擦区間を合せた子音部の全長120.2msは無声音の子音長より平均

46.3ms長く､既存の研究結果とほぼ-一致する4)C

4.2.1.2.韓国語話者

4. 2. 1.2. 1.無声音

各破擦音における破擦区間長の差が後続母音によってあまりに大きく､また個人差も大

きいため､全体の平均値を以って分析を行うことは意味がないように思われるが､日本語

話者の平均を0にし､その平均値との差を求めて<表4>及び<図5>に示した｡

韓国語話者の日本語学習歴や日本滞在歴とも関わりがあると思われるが､全体的な傾向

だけでみると､日本語無声破擦音の生成において､まず目立つのは両極端に偏った値を示

すことである｡日本語話者による､語頭における日本語無声破擦音の平均値73.9msは､時

間上からは､韓国語破擦音の中で､平音の平均値73.Omsに近似する｡しかし､韓国語話者

による日本語破擦音の発酎こついて､個々の語頭無声破擦音の破擦区間長をみると､平音

よりも､む しろ濃音或いは激音の破擦区間長に近い値を示す5)O破擦区間長は気息

(aspiration)の度合いと深くかかわりがある｡この結果は､韓国語話者は､日本語無声

破擦音を生成する際に､気息 (aspiration)の度合いよりは緊張の度合いを主な弁別素性

として用いている可能性を示唆するものである｡緊張の度合いから､硬音である日本語無

声破擦音を同じ硬音である濃音あるいは激音をもって対応しようとするが､破擦区間長に

おいてもっとも差が大きい濃音と激音であるため､両極端に偏った値が現れてしまったと

思われる｡なお､語頭の日本語破擦音において､韓国語話者は調音時の緊張度をもっとも

重要なキューとして認知していると推察される｡
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また､ ｢チ｣ ｢ツ｣における破擦音の破擦区間長の値より､捌音の ｢チャ｣ ｢チュ｣

｢チョ｣における破擦音の破擦区間長の値のばらつきが少ない｡これは韓国語破擦音が歯

茎硬口蓋で調音されるため､韓国語話者にとっては､歯茎を調音位置とする ｢チ｣ ｢ツ｣

より､同じ歯茎硬口蓋を調音位置とする ｢チャ｣ ｢チュ｣ ｢チョ｣の破擦音[tG]の生成が

より容易であったからだと考えられる｡

<表4>語頭の日本語破擦音における韓国語話者の平均値の差

(日本語話者の平均値を0にした場合､日本語話者との差)

チ 0 -18,5 24.2 -50.9

ツ 0 一一5.8 64 -29_2

チャ 0 -6.5 -23.9 -15.ー

チユ 0 2.9 30▲6 3.4

<図5>語頭の無声破擦音における破擦区間長の比較
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4. 2. 1.2.2.有声音

今回の3人の被験者による生成実験の結果からは､有声音であることを音響的に示す

voice-barが現れる発話が見られなかった｡今回の生成実験に参加した韓国語話者にとっ

て､破擦音における有声性を実現させることは非常に難しいことと思われる｡無声音の場

合とは異なって､話者別 ｡後続母音による破擦区間長の差はあまり見られなかった (話者

間の平均値は64.9ms～67.9ms)｡

語頭にくる日本語破擦音の生成について､一元分散分析 (pく0.05水準)の統計処理の結

果から､すべての被験者において､破擦区間における有声音と無声音の有意差は認められ
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なかった｡誤って生成した無声化した音の破擦区間長は韓国語の平音の平均値73.Omsに近

い値である｡

即ち､韓国語話者は語頭の日本語破擦音を生成する際､有声音･無声音を区別しようと､

調音時において緊張度の度合いを調節することを､もっとも主なキューとして用いる傾向

が強い｡即ち､無声音は硬膏として認知して､同じ硬膏である濃音あるいは微音に近く生

成し､有声音は軟膏として認知し､同じ軟音である平音に近く生成したと推察される結果

が現れた｡

4.2.2.語中にくる日本語破擦音

語中にくる日本語破擦音の生成時における閉鎖区間及び破擦区間など持続時間を測定し

た結果については､<表5>及び<図6>に示している｡

<表5>日本語破擦音の語中における閉鎖区間 (CD)及び破擦区間

(J▲日本語話者､K 韓国語話者､ 単位 -ms)

無声音 Jf1 Jf2 Jf3 rElean Km1 Km2 Kf3 mean

CD 碩擦区間 CD 破擦区間 CD 破擦区間 CD 破擦区間 CD 破擦区間 CD 磯擦区間 CD 破擦区間 CD 破接区間

チ 67_0 59.4 66.1 64_2 46_3 113.0 10ー_9 87_ー
88.0 96.7 90.9 9ー9 64.9 87.9 589 70.6

ツ 64.0 53_5 60.6 59.4 36.3 摩擦化 100.5 68_4
69_6 67.2 69.5 688 907 124.0 800 982

チャ 63.2 57.8 59.6 60ー2 62.3 131,ー 150_3 114.6
355 399 518 424 755 679 506 647

チエ 69.1 78.5 80_5 76.0 63.2 97.0 122.8 94_3

54.3 714 81.7 691 989 96.9 764 907

チ ∃ 90.2 102_6 110_3 101.0 91.7 173,0 170.8 145.2
36,7 45_1 53_1 45.0 74,7 95▲6 48.3 72_9

平均値 70.7 56.8 70.4 64,1 75.4 69.4 72.2 63.4 60[0 80.9128.5 94.5 129.3 62.8101.9 79_4
有声音 JF1 JF2 Jf3 mean Km1 Km2 Kf3 mean

CD 破探区間 CD 破擦区間 CD 破擦区間 CD 破擦区間 CD 碩擦区間 CD 破擦区間 CD 破損区間 CD 破擦区間

ザ 30.6 58_3 37,7 34.2 51.2 31.0 49_1 40.149.8 66_7 58.3 25_5 38.6 38.4

ンズ 43_1 43_64ー_7 48.4 42.8 44.9 50.930.3 45.5 45.836.0 79_7 45,9 35.6384 41_2 53_1352 43.6 56_ー368

ゼ 45.527_1 38.332.3 44,937.4 42.932.3 50.240_8 47.150.1 39_441.1 45.644_0
60.7 53.0 48_8 54.2 65.7 36.4 37.5 46.5

ゾ 26_5 28.7 27.6 4一.8 36.8 393

62.7 62.0 63.1 62.6 47.2 26.0 39.2 37_5

平均値 33.8 52,5 40.4 50.9 35_8 54.9 35.1 52.7 40,8 58.8 4一.4 34_ー 40.7 41.6 40.7 44.8

ジヤ 29.2 26.5 38.2 31.3 55.2 38.5 43.9 41_233.2 48_5 51_6 44.4 29.7 46_8 43.9

ンユ 27.5 62.4 69,028_1 66.3 2TS 65.9 50.4 51,9 41.6 37,9 55.6 44_9 49.2

ジヨ 32.2 255 289 354 268 31ー

56_8 38.3 46.6 47.2 52.2 25_2 38.6 38.7

平均値 29.6 50.8 26.5 51.9 30.6 54.8 29.3 52.5 52,6 4ー_9 32.2 36.2 47.0 39.ー 43.9

*-は､該当話者のすべての発話に摩擦化が起きたため､閉鎖区間は測れなかった｡
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<図6>日本語破擦音の語中における持続時間
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4,2.2.1日本語話者

4.2.2,1.1.無声音

(1)閉鎖区間

閉鎖区間の全体平均は72.2ms (min70.7ms～max75.4ms) である｡後続チ音別に見ると､

[o:]に先行する[tG]の場合､他のケースより長い閉鎖区間を持つ｡これには先行母音の調

音位置との関わりが考えられる｡｢イチョウ｣([itGO:])において､｢イ｣([i])は､ 一般に

他の母音より短いといわれる｡さらに､[i]調音時に前舌が歯茎硬口蓋に近寄るが後続す

る[tG]の調音点も同じく歯茎硬口蓋であるため､舌の動きを少なくして子音に続き､子音

の調音開始が甲一まる｡ゆえに相対的に子音の閉鎖区間が長くなる｡
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(2)破擦区間

破擦区間は平均63.4msであり､[tGja]と[tGjo]における無声音の場合､他の場合より

23ms以上短いo他の無声音が[ka塙ktu][toqkatstii]lgotstti:moN]という ｢CVCV｣音節構造

であるのに対し､[tGa]と[tGO]は[otGa]､[itGO:]という ｢VCV｣音節構造であるので､異な

る音節構造による結果ではないかと伺えるが､最小対語での結果ではないため断定Lがたい｡

なお､破擦区間長がもっとも長いのは狭母音[i]が後続する[ka廟kttl]の[tG]である｡

全体的には語中における破擦区間長が語頭の破擦区間長より約10msほど短いC

(3)子音部の全長

閉鎖区間の平均値72.2msに､破擦区間長63.4msを合せた子音部の平均長さは135.6msで

ある｡

4.2.2.1.2.有声音

(1)閉鎖区間

日本語の有声破擦音は語中で摩擦音化が起きやすいという既存研究の結果が今回の実験

結果からも確認できた｡<表5>の数値は､摩擦が起きない場合における閉鎖区間長の平

均値であるが､無声破擦音の閉鎖区間長より非常に短い (無声音 :有声音-1:0.47).

(2)破擦区間

語中における破擦区間において､有声破擦音の破擦区間のほうが無声破擦音の破擦区間

より約10msほど短い｡しかし､語頭の有声破擦音と語中の有声破擦音の破擦区間長を比べ

ると､語中のほうがより長い｡

(3)子音部の全長

全長の平均値は86.4msであり､話者間の大きな差は見られない (84.1-88.7ms)｡同じ

語中の無声破擦音に比べ､有声破擦音は0.64倍にすぎない (無声音 :有声音-1:0.64)｡

有声音は閉鎖区間､破擦区間ともに無声音より短いが､とくに閉鎖区間の長さの差がより

大きく､全長の差を作る結果になった｡

日本語話者による語頭の破擦音の生成においては､声帯振動の有無とともに破裂開始か

ら後続母音に至るまでの区間 (破擦区間長)により区分されるが､語中で生成される有声

破擦音と無声破擦音の区分に寄与する有効な音響的特性は､閉鎖区間における有声 ･無声

の対立と閉鎖区間長であり､破擦区間長ではない｡

4.2.2.2.韓国語話者による語中の日本語破擦音

4.2.2.2.1.無声音
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(1)閉鎖区間

全体的な平均値においては､日本語話者の72.2msに対し､101.9msと非常に長い｡ しか

し､話者間の差が大きく､日本語学習歴がもっとも長いKmlは日本語話者の平均値を下回

る｡他の2人はKmlの閉鎖区間長より2倍以上長く､日本語話者よりも56msも長い値を示

す｡

また､後続母音別に見ると､[o:]に先行する[tG](｢イチョウ｣)の場合においては､他

の無声破擦音より閉鎖区間長が長い｡これは日本語話者も同じ結果を表している｡これに

は､先行母音の調音位置との関わりが影響を及ぼしていると推測するが､このような調音

的特徴が言語一般に普遍的なものなのかに関しては､今後検討の必要があるC

破擦音は､他の子音にくらべ習得がより遅いといわれるが､韓国語話者による日本語の

音声習得においても破擦音の習得がもっとも難しいのではないだろうか｡韓国語を母語と

する日本語学習者による日本語破擦音の生成においても､日本語話者が生成する無声破擦

音の閉鎖区間より非常に長い閉鎖区間を持つのが特徴である｡母語である韓国語破擦音の

濃音 ｡激音の生成時における閉鎖区間よりも､約14-30msほど長いため､濃音あるいは激

音を代用しているとは考えられないti)Oこれは､むしろ被験者の発話における緊張または

意識しすぎることによるものと考えられる｡即ち､音-つ一つを正確に発音しようと意識

的な努力が働き､その結果､破擦音の調音前に改まりが起こり､発音の連続性を欠いて､

ついに閉鎖区間が伸びてしまった結果ではないだろうか｡

ほかに､韓国語話者による日本語無声破擦音の生成において興味深いのは､無声破擦音

を摩擦音化 して生成する現象が見られることである｡例えば ｢トンカツ｣の ドッ｣が

[tstu]ではなく､[S'ttI]と生成されるケースが多く､とくにKm2はほとんどの ドッ｣に摩擦

音化が見られる｡ しかし､このような摩擦音化現象は ｢ツ｣だけに見られ､他の無声破擦

音にはまったく見られないoこれまで､｢ツ｣の発音は韓国語話者には非常に難しく､そ

の原因として､韓国語破擦音 ｢ス｣は語頭で[tG]､語中で[由]となる傾向が強いと指摘さ

れてきた｡即ち､韓国語には[ts]の発音がないため､日本語の ｢ツ｣を口蓋化した[tG上

あるいは[S']と発音しやすい｡とくに[S']は､｢ツ｣の口の構えと非常に似ているため､

この摩擦化現象は､日本語の[ts]を[S']で代用した結果であると考えられる7)0

(2)破擦区間

全体的に日本語話者の平均63.4msより16msほど大きい値を持つが､これは､両母語話者

ともに韓国語激音の語中における破擦区間長の範囲と重なるO[i]に先行する[tG]は日本

語話者において､前後の音韻環境 ([katGoiktLt])の影響により後続母音の無声音化が起こ

りやすく､この影響により破擦区間長も語中の無声破擦音の中でもっとも艮かった｡ しか
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し､韓国語話者にはこのような傾向はあまり見られなかった｡

(3)子音部の全長

話者間の差が大きいが､全体的には､日本語話者による語中無声破擦音の子音長より長

い子音長をもつ傾向が見られる｡この差は､主に､破擦区間長の差によるものではなく､

閉鎖区間長の差によるものである｡また､摩擦化すると子音部が短くなる傾向も見られる｡

韓国語話者による日本語破擦音が不自然に聞こえる主な原因の一つは､このような ｢閉

鎖区間の伸ばし｣であるものではないかと予測するが､今後､知覚実験による確認作業が

必要であろう.Lq)

4.2.2.2.2.有声音

(1)閉鎖区間

韓国語話者による語草の有声破擦音の生成結果からは､日本語話者に見られる語中の有

声破擦音の摩擦化現象が見られたりもするが､語中の有声破擦音を無声音のまま発音する

ケースも多い｡語中の有声化は前述した通り､韓国語にも起きる現象であるため自然に発

音すれば､語中では有声音を生成することは容易であろう｡しかし､今回の実験結果から

は､予想外に調音時に意識しすぎることによって無声音を生成してしまう偏りが見られた｡

(2)破擦区間

全体的に44.5msの平均値を表 している｡また､語頭の有声破擦音の平均破擦区間長

67.Omsに比べ､語中のほうが (23msも)短い｡これは日本語話者の結果と反対である｡

(3)子音部の全長

語 中にくる有声破擦音の子音部の全長について､韓国語話者と日本語話者の間に違いは

あまり見られない｡日本語話者に比べ､閉鎖区間は多少長いが､破擦区間は閉鎖区間が長

いくらいに短いためである｡

4.3.日本語と韓国語の破擦音における比較

4.3.1.語頭の場合

無声破擦音の場合､語頭にくる破擦音の子音長について､日本語の73.9msは韓国語の平

音73.Omsに近い値である｡有声破擦音の子音長は､Volcebarを除いた破擦区間長におい

て､ザ行音は47.8ms､ジャ行宮は43.6msであり､同じ軟音である平音73.Omsより相当小さ

く､韓国語の濃音の平均値である42,3msに近い値である｡

もし韓国語話者が､日本語話者による日本語破擦音を聴取する際､破擦音の子音部の持

続時間を聴取判断の重要な素性として取り入れるとしたら､韓国語話者は日本語の無声破
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擦音を平音に､有声破擦音を濃音に近い音として聴取判断し､生成する可能性が予想され

る｡しかし､実際は語頭の無声破擦音を子音部の全長が全く異なる硬音である (濃音の平

均値42.3ms､激音97.2ms)濃音或いは激音で対応していると思われる破擦区間長で現れて

いる｡なお､有声破擦音においては平音で対応していると思われる破擦区間長を示してい

る｡

前述したように､韓国語話者は､有声破擦音と無声破擦音を区別し､生成する際､気息

の度合いよりは､調音時における緊張度の度合いをもっとも重要な素性として用いる可能

性が強いと推察される｡

4.3.2.語中の場合

語中の無声破擦音において､日本語無声破擦音の閉鎖区間の72.2msは､激音71.8msに

近い値である｡破擦区間の平均長63.4msは､韓国語の濃音の47.01¶Sと激音の73.5Ⅰnsの間に

置かれている｡

有声破擦音に関しては､閉鎖区間が有声音33.9msに対し､平音42.Omsで､最も近い｡な

お､破擦区間長において､有声音の破擦区間長52.61ⅥSに対し､韓国語の平音における値

40.9msと濃音における47.Omsとあまり差がない｡

なお､全子音長は有声音85.7msに対し､平音85.5msと非常に近似な値をもつ ｡さらに､

語中の環境においては平音だけが有声化する傾向があるので､韓国語話者にとって日本語

有声破擦音は､聴覚的に平音に近い音として判断する可能性が窺える0

5.まとめ

生成において､語頭または語中における破擦音の区別には､

1)韓国語-語頭の韓国語破擦音における3系列の対立については､破擦区間長により区

別することができる｡語中においては､軟音である平音と硬音である濃音 ･激音の区

別は､閉鎖区間によりなされ､無気音である平音 ･濃音と有気音である激音の区別は､

破擦区間によりなされる｡なお､破擦区間長は語草の濃音と平音を区別する有効な弁

別素性ではないものと考えられる｡

語頭･語中に関係なく､狭母音に先行する破擦音が広母音に先行する破擦音より破

擦区間が長い傾向が見られる｡これは､平音 ･濃音 ･激音に共通する傾向である｡

2) 日本語-語頭の有声破擦音は無声化が頻繁に起きるため､有声 ･無声の対立は､声帯

振動の有無だけにもっぱら頼って生成するとは考え難い｡対立をより強めるため､破
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擦区間長が補助的に関与すると思われる｡語中における有声破擦音と無声破擦音の対

立は､閉鎖区間 (閉鎖区間長及び閉鎖区間における有声 ｡無声の対立)が主要な素性

として､破擦区間は補助的に関Ej･すると推測されるが､知覚実験を通じて確認するこ

とが必要であろう0

3)韓国語話者による日本語破擦音の生成について､全体的な傾向は以下の通りである｡

3-1)3人の被験者の生成実験から､語頭における有声破擦音の生成は観察されなかっ

た｡

破擦区間においても有声音と無声音の対立を示すような違いが見られない｡ただし､

無声破擦音の生成においては硬音である濃音と激音の範囲に相当する破擦区間長を表

し､両極端の破擦区間長を表しているが､有声破擦音の生成においては破擦区間長が

軟膏である平音の範囲に近い一定の範囲のまとまった値を表す｡気息 (aspiration)

の度合いより調音時に緊張の度合いを調節して､有声音と無声音を区別しようとする

努力がうかがえる｡即ち､無声音は硬膏として認知して､同じ硬音である濃音あるい

は激音に近く生成し､有声音は軟膏として認知し､同じ軟晋である平音に近く生成し

たと推察される結果が現れた｡

なお､ ｢ツ｣における破擦音の破擦区間長の値より､ ｢チ｣や物音の ｢チャ｣

｢チュ｣ ｢チョ｣における破擦区間長の値のばらつきが少ない｡これは韓国語破擦音

が歯茎硬 口蓋で調音されるため､韓国語話者にとっては､歯茎を調音位置とする

｢ツ｣より､同じ歯茎硬口蓋を調音位置とする ｢チ｣ ｢チャ｣ ｢チュ｣ ｢チョ｣の破

擦音[tぢ]の生成がより容易であったからだと考えられる｡

3-2)語中では､日本語話者に見られる語中の有声破擦音の摩擦音化現象も見られるが､

語中の有声破擦音を無声音のまま発音するケースも多く見られる｡調音時に意識しす

ぎることによって有声破擦音を無声音のまま発音してしまったと考えられる｡

なお､日本語話者が生成する無声破擦音の閉鎖区間より非常に長い閉鎖区間を持っ

のが特徴である｡

3-3)無声破擦音を摩擦化する現象が見られる0

6.今後の課題

本研究にはまだ大きな課題が山積しているo今回は時間的側面に限って考察を行ったが､

今後は調音的側面及び聴覚的側面を考慮に入れてより多角的なアプローチが必要になると

思われる｡
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さらに､今回の韓国語話者による日本語破擦音の生成に見られる様々な傾向が､知覚に

はどう影響を与えるかを明らかにするためには､知覚面からの検証が必要であろ う｡即ち､

知覚に際 して知覚判断の基になる素性 と､とくにその中で何がもっとも知覚に重要な働き

をするか､その一次的に働 く素性を究明するために､生成実験の結果に基づいて知覚実験

を行 う必要があるC これからは､生成 と知覚 との関わ りを体系的に考えながら､考察を進

めるつもりであるO

【注】

1)破擦音は､閉鎖音と摩擦音の調音成分が連続して現れる複合音である｡すなわち､閉鎖音のよ

うに完全な閉鎖を伴って生成され､雑音の破裂が作り出される (筆者注､破裂の開始)Oまた､

破裂開放後摩擦区間が続くが､摩擦音の摩擦区間より短い傾向にある｡以 ヒかち､破擦音の音

響記述には､閉鎖音の性質を持つ部分と摩擦音の性質を持つ部分の記述を必要とする (レイ ･

D ･ケント&チャールズ ･リー ド著､新井他 1人訳 『音声の音響分析』､p157)0

2)日本語有声破擦音の場合､破裂を示すスパイクフィルの前に現れるVoil,ebarと破擦区間長を

測定する｡

3)次に､ [tGttT]が長く､ [tGO]や [tsul]が後に続き､ [tsa]がもっとも短い0

4)voicebarの部分を含めると無声破擦音の+音長より40msほど長いと言われている (城生伯太

郎､ 『コンピュータ音声学』､2001､p89)0

5)韓国語破擦音を平均値別にみると､濃音が42.3ms､激音97.2msであり､平音はその中問の

73.Omsである｡

6)それぞれの母語話者が生成した両言語の語草における無声破擦音の閉鎖区間を比較すると､日

本語72.2msに対し,韓国語 平音42.Oms,濃音87.2ms,激音71.81nSである｡

7)この傾向については､日本語外来語の文字表記からも推察できるO 例としては､つしま-

[S'tLIGima]坐 l̂叶,バケツ-[pak'es'ttl]坤巧1坐､ツメキリ-[S'LUmek'ifi]坐ql77用

8)韓国語話者は日本語の促音の生成 ･知覚において間違いが起こりやすいとされているoLかし､

主に促音 ｢ッ｣があるところに ｢ッ｣を入れないとか､ ｢ツ｣があるのに知覚しないと指摘さ

れており､閉鎖区間の伸びにより促音 ｢ッ｣に聞こえてしまう誤りはこれまであまり注意され

ていない｡
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